
10
お茶大生のキャリアとライフコース
お茶大卒業生のライフコースと女性支援 ……………

学生への就職支援の取り組み …………………………

道を切り開いた先達たち①

日本初の女性博士保井コノ……………………………

機構紹介② ―学術・情報機構― ……………………

監事・経営協議会委員（学外）紹介 …………………

●ピア・サポートプログラムについて…………………
●「グローバル文化学」コース紹介 ……………………
●社会臨床論コースが新しくなりました………………
●家庭科教員キャリアコースがスタート ………………

お茶の水フェスティバル盛会に終わる ……………

●お茶の水女子大学　貴重資料紹介 ……………………
●宮沢賢治と植物 ―サクラソウとマムシソウ― ……

●お茶メール学生版届きましたか………………………
●大学の暦…………………………………………………

■編集後記 …………………………………………………

お茶の水女子大学広報誌 ● T e a  T i m e s  ● J u l y  2 0 0 4

CONTENTS VOL.10 

特　　集



2

お
茶
大
生
の
キ
ャ
リ
ア
と
ラ
イ
フ
コ
ー
ス



3

お
茶
大
生
の
キ
ャ
リ
ア
と
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

6月9日開催の、お茶の水女子大学学生課主催「第
1回就職ガイダンス」。就職に関する意識は高く、
240人が参加し大盛況でした。アンケート結果は、
よりよい就職支援を目指し、次回へ反映させます。

お茶の水学術事業会　

生活科学部教授　

昨年9月に行った、お茶の水学術事業会主催の
「就職セミナー」。第1部は5人の内定者から、就
職活動の実際を聞きました。様々な分野の話が
聞けたと、好評でした。

続く第2部は、懇親会形式で7人の内定者をそれ
ぞれ囲んで、話を聞きました。直接質問をする
ことができ、本音が聞けたと、こちらも好評で
した。

■図1　職業キャリアパターン
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■図2　お茶の水女子大学の将来像　最重要項目と第二重視項目
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ジェンダー研究センター　研究協力員

1

写真提供：ジェンダー研究センター
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社会連携・広報推進室長　

れわれの組織名は漢字が全部で八文字もあり、やたら長いので覚えるのが難しい。そこで

お茶の水、社会、連携、広報、推進のトップ五文字を繋ぐとオシャレコウスイ。これはゴロ

がよいとひそかに気に入っております。そこでわが室からはオシャレな企画をご報告します。

表紙が一段と華やいだ本誌Tea Timesは柴坂編集長によるもので、現在キャンパス内に群

生する草花がトップを飾っています。お茶メール教職員版と学生版は、山本学術情報機構長

と菅先生の名コンビ。もっと大規模なホームページ担当は大瀧先生。さらに目下顕著にメディ

アに登場しているのが、北区や文京区との地域社会との連携で、これを一手に引き受けてい

る千葉先生。特に北区との連携は、多様な人材を抱える本学にとって教育、研究両面で他大

学との差別化をするチャンスにしたいものです。

また種々雑多の大学案内など広報誌のリニューアルは予算との戦いですが、こちらは宮尾

先生が格闘しております。最後に西村企画広報課長は、これら教員と事務職員の間をコーディ

ネイトする重要な役割です。

さらに卒業生、近隣住民の方との交流などはNPOお茶の水学術事業会と共催したさまざまな企

画・実行を試みており、さっそく大学・附属学校園の広報にとって役立つ「お茶大ゴーフル」【600

円】というオシャレな商品開発の発売にこぎつけました（申し込み info@npo-ochanomizu.org）

目下の緊急課題は学内でバラバラに発信していた広報活動を、本室で集中管理するシステ

ムを構築することです。

社会連携・
広報推進室

女性支援室長　

子大に学生支援室がありさらに女性支援室を設置するのは何か理由があるのだろうか？

と思われるでしょう。はい、あるのです。

前者が学内の学生のみを対象とすれば、私達は、卒業生や職員をも含み、一般的に、女性

たちの就労支援を射程に入れています。このような方針のもと、まず（財）「女性と仕事の未

来館」（以下「未来館」）との連携を考えました。意図を了解してくださった相談事業統括の

職員の方が、常時「室会議」に参加くださっております。

室はこれまですでに学内における教職員の男女差を調査しております。いずれ何かの媒体手

段を通して、報告するつもりです。さらに大学の「中期目標・計画」に照らして、どのような企画

立案をしていけばいいか、アンケート調査を行ないました。これも機会をみて報告いたします。

今年、室の最大イベントは、徽音祭に学生、「未来館」との共同主催で、「人生プランと仕

事（仮題）」といったようなシンポジュウムを企画することになりました。学生側も大いに乗

り気になってくれています。シンポのテーマは今後、詰めていかなければなりません。学長

や「未来館」の館長、学生等のシンポジストを予定しています。

今後はキャリア・アップの個別相談室の設置、他の女子大学との連携（コンソーシアムの

ようなもの）そして最終的には女子大の存続を可能ならしめる女子教育の必要性に向けた理

論の構築です。元気印たる所以でしょう？

女性支援室

機 構 紹 介 ②

― ―
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情報推進室長　

報推進室は、総合情報処理センターと密接に協力しつつ、目下以下の3点に対処してお

ります。

ひとつは、学内情報基盤（インフラ）の構築と整備です。基盤を意識することなく安心し

て依拠・使用して頂ける様に管理することが基本です。また、学生や教職員に対する情報周

知システムの整備も急務です。掲示板方式（パソコン・携帯端末から学生・教職員側が見に

行く）とラジオ方式（学生・教職員のパソコン・携帯端末に大学側から送付する）の両者を

スムースに機能させる様検討しています。

次は、各部局が有する情報資産を相互整備して、大学として整合性のある情報システムを

構築することです。最初に情報作製の段階がありますが、これは各部局で行なうものです。

つぎにその分類と階層化を行なわなければなりませんが、これが、各部局ごとに作製・保管

している情報資産の多方面多目的合理的利用化と適切な安全管理の基礎になります。このた

め、やや遅きに失しておりますが、現在、

各部局の情報システムおよびその管理体制

の現状把握調査を行なっております。関係

の皆様には御協力よろしくお願い致します。

またこれと併行して、大学としての情報安

全管理指針（セキュリティポリシー）の作

製を行なっております。これも他大学に大

きく遅れております。急ぎ検討中です。

3つ目は、情報に関する教育と啓蒙です。

学生に対してはコア科目における情報基礎

教育（科目・施設・教材）を通じてこれを

一律一斉に行ないます。しかし教職員に対

してはその様な場がありませんので、啓蒙

マニュアルの作製などを通じて、公開性・

利便性と安全性とが調和した大学の情報シ

ステムに思いを馳せて頂く一助にしたいと

考えております。

情報推進室

【監　事】
・古河電気工業株式会社顧問　　　　　　　　　 桐村　晋次

・山田法律特許事務所所長　　　　　　　　　　 山田　勝重

【経営協議会委員（学外）】
・凸版印刷株式会社代表取締役社長　　　　　　 足立　直樹

・元青山学院女子短期大学学長　　　　　　　　 阿部　幸子

・株式会社資生堂代表取締役社長　　　　　　　 池田　守男

・日立金属株式会社取締役　一橋大学客員教授　 生駒　俊明

・UBS銀行グループ日本代表兼副会長　　　　　 江澤　雄一

・読売新聞東京本社調査研究本部主任研究員　　 北村　節子

・学校法人早稲田大学副総長・常任理事　　　　 關　昭太郎
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文教育学部助教授　
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社会臨床論コース主任　

生活科学部長　

TOPICS
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文教育学部教授　

雨上がる
6月12日（土）13時から第2回お茶の水フェティバルが開

催されました。梅雨時の行事のため去年は台風に泣かされ

たのですが、今回は無事でした。フェスティバルには3つ

の企画があり、午前の部はお茶の水学術事業会の総会、午

後はアカデミア21のシンポジュウム、終了後はホームカミ

ングパーティを兼ねた懇親会です。

山本副学長をフェスティバル実行委員長として、教員に

よる準備会を昼休みに数回もち、学生ボランティアの力も

かりて、お祭り当日は雨上がりの清清しい朝となりました。

ごった返す受付
第1部、読売新聞社と共催の「読売･お茶大アカデミア

21」は今年からスタートしたビッグ・イベントで、今後数

年この読売との共催予定です。外部の著名な講師講演と、

本学の多彩な教員を投入して展開されて討論内容は後日、

読売新聞紙上にも掲載されました。（平成16年7月2日朝刊）

会場となった大学講堂、徽音堂（きいんどう）を正面に、

受付は右手が読売新聞社への申し込み、左手がお茶大・事

業会経由への申し込み、と分かれました。受付近くには大学

貴重資料の展示やアフガン女性教育支援のパネル展示もあ

り、休憩時間の聴衆を期待しておりました（実際はトイレ･

タイムに時間が予想外にかかり、次回に向けた反省点です）。

会場受付開始のかなり前に入場者が現れ始め、受付は徐々

にごった返し、応対の学生ボランティや教員は蒸し暑い中

汗だくでした。

若い女性の結婚の条件
13時開始前、どこからともなくはかなげな楽器の奏でる

音が流れてきます。お茶大附属高校生がチャリティコンサー

トとして特別参加したもので、アフガン女子教育支援募金

に一役かっておりました。

開始に先立ち読売新聞社調査本部次長谷口氏と、本田学

長による挨拶の後、直ちに本題の「現在女性の恋愛･結婚･

就労パズル」の基調講演が、評論家小倉千加子氏により約

1時間。サービス精神一杯の小倉さんによる現代女性の結

婚の条件に、会場は笑いの渦。しかしそれでどうなる？と

いう心配をパズルに残して放り出された感じもしました。

休憩15分後に、北村節子氏【読売新聞】の司会で、本学か

ら菅聡子氏【国文学】、竹村和子氏【英文学】、篠塚英子【経済

学】が、それぞれ専門の分野から議論を展開しました。詳細

はお茶の水学術事業会のブックレットにまとめる予定です。

懐かしい顔ぶれの懇親会
懇親会は改築された生活科学部3階大講義室で開催され、

ボランティアも含め170人が参加、会費1000円とは思え

ない豪華なメニューを楽しみました。今回のメニュー担当

は生活科学部の久保田先生を中心に腕をふるって下さいま

した。なおフェスティバルの参加者は読売側が280人、お

茶大側が220人合計500人の外、事務局が30人加わり、

総計530人でした。

討論会

講演をする小倉氏

●REPORT●
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文教育学部教授　

サクラソウ

マムシソウ



● 8月 1日～9月23日　 夏期休業

●10月 1日 後学期授業開始

●11月13日～14日 徽音祭

●11月29日 創立記念日

本学の前身、女子高等師範学校は、かつて女性が高等

教育を受けることのできる数少ない場所でした。今で

は女性が大学に進学し、就職するのは当たり前のこと

ですが、その頃の先輩方が道を切り開き、社会的にも

活躍されてきたからこそであろうと思います。

学生たちが卒業後十分能力を発揮し、社会に力を還元

できるように、大学としてこれからも様々なサポート

を工夫し、取り組んでいきます。

（編集長　柴坂）

編 集 後 記
■お茶の水女子大学広報誌

平成16年7月14日発行
■編集発行
お茶の水女子大学　社会連携・広報推進室

本誌に関するご意見・ご要望・記事の掲載などは、お茶の水女子
大学企画広報課にお寄せください。

■編集委員
編集長　　柴坂　寿子（社会連携・広報推進室）
編集事務　　　　　　（企画広報課）

■問い合わせ先
お茶の水女子大学企画広報課
〒１１２―８６１０ 東京都文京区大塚2―1―1
TEL 03―5978―5105
FAX 03―5978―5890
E-mail info@cc.ocha.ac.jp
URL http://www.ocha.ac.jp

■Tea Timesは本学ホームページでもご覧になれます。
http://www.ocha.ac.jp/syuppan/

［表紙の写真］左から、いわかがみ、おおかめのき、にっこうきすげ。
［撮影場所］志賀高原体育運動場
［写真提供］佐竹 元吉　生活環境研究センター教授
※撮影場所の志賀高原体育運動場（通称：山小屋）は、体育実習、附属
学校の林間学校、また、ゼミ合宿などにも使用されています。本学及
び附属学校園の学生・教職員等がいつでも利用できます。お風呂は発
哺温泉から引いた天然温泉です。
問い合わせ先：会計課資産管理係（03―5978―5125）
http://www.ocha.ac.jp/gakuseibu/yagaisisetu/index.html

（平成16年8月～平成16年11月）8月1日～9月23日

大学の暦

学術・情報機構長　

お茶大のみなさんへ

製作・印刷／三鈴印刷


